
各回のみの受講も可能

主催：東京家政大学  女性未来研究所・群馬県ぐんま男女共同参画センター

■会場：ぐんま男女共同参画センター　　　　　　　（前橋市大手町 1-13-12）

■費用：無料
■定員：7０人（先着順）
■申し込み方法：電話、FAX、メール　※詳細は裏面をご覧ください。

※手話通訳を希望する方や車椅子ご利用の方はその旨をご連絡ください。( 手話通訳は各回２週間前までにお願いします）
TEL 027-224-2211 　FAX 027-224-2214  　Eメール sankakuse@pref.gunma.lg.jp
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平成 29年度大学連携講座〈全４回〉

『ココロ豊かで安心な暮らし』
　　　　　　　　　　　の作り方～カギは “男女の率 (数 )の差を縮める” こと～

ぐんま県民カレッジ連携講座

講師：樋口 惠子 さん

講師：並木 有希さん  講師：齋藤 正子さん

講師：松岡 洋子さん

（東京家政大学 女性未来研究所長）

   ( 東京家政大学 女性未来研究所 副所長）

（東京家政大学 人文学部 准教授）

（東京家政大学 看護学部 講師）



　夫婦、親子、きょうだい、祖父母と孫など家族関係は、太古の昔から続く、最も基本的な人間関係です。
その関係を持続するために、それぞれの時代は法律や制度をつくってきました。それぞれの国や地域の伝
統文化でもありました。
 今、その家族という人間関係を揺るがしているのが、人生 100 年時代と呼ばれる長寿のもたらした「長
さ」です。長くなってもよい関係をつくるには、長さに耐える覚悟と行動の変容が必要です。ついでに血
縁のない友人など人間関係づくりについても考えましょう。

■電車・バス
　JR 両毛線前橋駅下車　バス約６分

■車
　関越自動車道前橋インターチェンジから
　国道 17 号経由　約 10 分

◎駐車場
　群馬県庁構内の「県民駐車場」をご利用ください。

◆会場のごあんない◆

９月３０日（土）  １３：３０～１５：３０　　　　　　　　　　　　　　　
 「『防災・減災』に役立つオトコの度量とオンナの視点」講師：齋藤 正子さん（東京家政大学 看護学部  講師）
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●申込方法：電話、ファクス、メールで、住所、氏名、電話番号をお知らせください。

●問い合わせ先：ぐんま男女共同参画センター（月曜休館）

　 TEL　027-224-2211　FAX 　027-224-2214
       ﾒｰﾙ　sankakuse@pref.gunma.lg.jp

　男女の率や数の差を縮めるとどんなことが起きるでしょう。

　女性・男性の数が増えたり減ったり、女性・男性の率が上がったり下がったりして差が縮まると、なぜか

暮らしやすくなる可能性が広がります。

　人生１００年時代。老若男女、全ての人が心豊かに楽しく、安心して暮らすための「ヒント」を探ります！

１１月１８日（土）  １３：３０～１５：３０　
 「100 年ライフの家族関係  長続きのコツ」講師：樋口 惠子さん（東京家政大学  女性未来研究所長）

１１月５日（日）  １３：３０～１５：３０　
 「施設より地域ぐらし～デンマークと日本を比較する」講師：松岡 洋子さん（東京家政大学 人文学部  准教授）

１０月７日（土）  １３：３０～１５：３０　
 「明日をつくる女性を育てるために」講師：並木 有希さん（東京家政大学 女性未来研究所  副所長）
　各界の管理職において女性の率を上げる『202030』という政府の取り組みを皆さんご存知でしょうか ?

　理系の専門を持ち、技術職や研究職・専門職などで働く女性『リケジョ』の数を増やそう ! という動きも

あります。

　変わっていく世の中で、東京家政大学や他の高等教育機関等が行うこれからの教育、子育てに必要な心構

えについて、お話しします。

ぐんま男女共同参画センター
QRコード

　東日本大震災や熊本地震の経験から、防災対策や復興計画を策定する際に、ジェンダーの視点や女性の参

画が必要であることが指摘されています。避難所や仮設住宅でストレスを減らして生活するためには、平時

から防災に男女共同参画で取り組むことや女性防災リーダーの存在が重要です。

　男女両方の視点から、より安心に暮らすための地域の防災・減災についてお話しします。

　デンマークでは、日本のような“性別分業意識”はなく、男女共に職業を持ち、家事をします。

　子どもの頃から「自分のことは自分でする」。

　デンマークの人と私たち日本人を比較しながら『住み慣れた地域で最期まで輝く』、『地域力は女性がつく

る！支える！』ことについて、お話しします。

『ココロ豊かで安心な暮らし』の作り方
～カギは “男女の率 (数 )の差を縮める” こと～
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安心　災害時のストレスを減らす

ココロ豊か　未来の人材をはぐくむ

安心　ココロ豊か　住み慣れた地域で生き生きと

安心　ココロ豊か　心地よい居場所を作る


